
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ っ た か い が い い ね 

シャローム横浜通信 ７月 15日号 

面

会

の

大

切

さ 

夏
祭
り
の
太
鼓
が
ひ
と
し
き
り
聞
こ
え
て

く
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

 

シ
ャ
ロ
ー
ム
横
浜
で
は
、
３
月
末
よ
り
３
階

フ
ロ
ア
で
角
化
型
疥
癬
の
感
染
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
後
、
多
く
の
ご
利
用
者
に
症
状
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
皮
膚
科
往
診
医

の
指
示
の
も
と
、
治
療
を
進
め
た
結
果
、
６

月
25
日
の
感
染
症
対
策
委
員
会
に
お
い
て

終
息
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

面
会
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
な
ど
の
制
限

も
解
除
さ
れ
、
ご
利
用
者
は
日
常
の
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
終
息
は
、
医
療
・
介
護
・
清
掃
・
相
談
な

ど
の
多
職
種
が
力
を
合
わ
せ
て
対
応
し
て
き

た
こ
と
に
加
え
、
ご
家
族
・
後
見
人
の
皆
様
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
医
療
機
関
な

ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

２
０
１
９
年
末
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
行

政
の
指
導
に
よ
り
面
会
制
限
が
行
わ
れ
、
当

施
設
で
も
、
そ
れ
ま
で
自
由
に
行
え
て
い
た

面
会
を
大
き
く
制
限
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
、
看
取
り
期
の
面
会
に
つ
い
て

は
、
ご
家
族
に
後
悔
を
残
し
て
い
た
だ
き
た

く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
感

染
症
に
よ
る
面
会
制
限
は
、
ご
利
用
者
や
ご

家
族
の
み
な
ら
ず
、
職
員
に
と
っ
て
も
非
常

に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。 

 

感
染
に
弱
い
立
場
の
方
々
の
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
し
か
し

そ
の
一
方
で
、
大
切
な
人
に
会
え
る
こ
と

は
、
そ
の
人
ら
し
く
今
日
や
明
日
を
生
き
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
営
み
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
も
新
た
な
感
染
症
が
流
行
す
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
手
洗
い
・
換

気
・
消
毒
な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策
を
徹
底

し
、
感
染
経
路
を
正
し
く
理
解
し
な
が
ら
、

ご
利
用
者
・
ご
家
族
・職
員
の
健
康
を
守
る
と

と
も
に
、
「
大
切
な
人
と
会
え
る
」
と
い
う
ご

利
用
者
の
権
利
を
守
る
施
設
で
あ
り
続
け
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

猛
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
健
康

と
穏
や
か
な
日
々
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

施
設
長 

髙
原 

信
夫 

新 し い 仲 間 を 迎 え て 

季節が変わり、山本職員が入職して

4ヶ月目を迎えました。 

 学生から社会人になって変わった

ことは？と質問すると、「今までは親

がやっていてくれたことを、自分でや

るようになったこと」と答えてくれま

した。 
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 また、「今後はどんな職員になりた

いですか？」という質問には、「ご利用

者に安心して任せてもらえる職員にな

りたいです」と答えてくれました。 

 成長していく山本職員に、温かいお

声がけと応援をよろしくお願いしま

す！！ 

デイサービス主任 木下 順子 



土 曜 日 、 合 同 礼 拝 の 御 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度は延べ 628名（月平均 52名）の皆様に

ショートステイをご利用いただきました（同一の方

が複数回ご利用された回数を含みます）。また、新

たに 56名の方とご契約を結び、8名の方がショー

トステイから本入所へとつながりました。 

 それぞれの生活やご事情に寄り添いながら、ご利

用者にもご家族にも安心していただけるよう、これ

からもお手伝いしてまいります。 

 先日の七夕では、ご利用者が一文字一文字丁寧に

シ ョ ー ト ス テ イ の 歩 み と 七 夕 の 願 い 

第 220回 チャプレン 上前 至 

 先月、皆様のご理解、ご協力のもと、実に約 4年

ぶりに、特養 3階、4階のご利用者と共に、合同の

シャローム礼拝を持つことができました。出席者

は、スタッフ、ボランティアの方々を合わせて、な

んと 32名となりました。これだけの方たちと礼拝

を共に持たせて頂いたことは、本当に久しぶりのこ

とでもあり、声を合わせて讃美歌を歌う事が出来た

ことを、心より神様に感謝いたします。 

 ただ、いつもと違った体制での開催となったこと

に加え、会場の準備や音響などにおいて準備不足な

点もあり、いくつかの課題にも気づかされました。

これらの不足していた点を改善し、次の集まりで

は、さらによい会場づくりに励んでいきたいと思い

ます。引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りた

く、よろしくお願い致します。 

 特に、この日の為に、ご利用者のご家族が、お忙

しい中、貴重なボランティアの時間を割いてお手伝

いいただいたことに、心より感謝申し上げます。ご

家族の方々のお手伝いなくしては、到底、実現でき

なかった礼拝であった事もお伝えしておきたいと思

います。本当にありがとうございました。 

 これからも、毎月第 3週目、4週目の土曜日は合

同で礼拝を行っていく予

定です。引き続き、皆様

のご協力とご理解をいた

だきつつ、まずはここに

感謝のご報告とさせてい

ただきます。 

短冊へ願いごとを書かれていました。皆様の願いがかなうことを、職員一同願っております。 

相談企画主任 ショートステイ担当 山本 朋子 

夏 の 味 覚 を お 届 け し ま し た 

 7月の栄養課主催行事は「夏野菜」でした。例年はとうもろこ

しと枝豆ですが、今年は趣向を変えて、とうもろこしとトマトの

コンポートを提供させていただき

ました。 

 トマトのコンポートは、湯むきし

たトマトをシナモンの香るシロッ

プに、レモンと一緒に漬け込みまし

た。夏の始まりにふさわしい、色鮮

やかな一品になったかと思います。 

 来月の栄養課主催行事は「あんみつ屋台」です。 

栄養課 廣澤 美貴 


